
保健・相談

みとよ写真帳 ／ 編集後記

特集　守るために 変える

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ①

’s Information　みとよくらしのおしらせ②

11月のお知らせ

人権擁護委員 ／ 成人式 ／ 日本一名誉賞 ／ ものづくり大賞 ／ 
特定公共賃貸市営住宅入居者募集 ／ 国民年金

臨時給付金 ／ がん検診 ／ 税務署からのお知らせ ／ 
農地中間管理機構 ／ 読書通帳 ／ さぬき軽トラ市 ／ 大坊市 ／ 
三豊ドリームカーフェスタ ／ マリンウェーブフェスタ ／ 
青少年健全育成講演会 ／ 文書館秋期企画展 ／ 
ガーデニングボランティア募集 ／ 文化協会文化祭 ／ プレミア付き商品券

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 納税のお知らせ ／ 
マリンウェーブ情報 ／ 国際交流協会

男女共同参画 ／ 文化財

子育てホームヘルプ事業 ／ 児童虐待防止推進月間 ／ 水痘予防接種 ／ 
ウィズの会 ／ 　　　's　Smile ふぉとぎゃらりぃ ／ 乳幼児健診　など
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平
均
年
齢
38
歳
の
5
人
で
構
成
さ
れ
る
一
般
社
団

法
人
「
誇ほ

こ
り

」
の
皆
さ
ん
。
若
い
力
が
集
ま
り
、
仁
尾

の
町
並
み
を
か
つ
て
繁
栄
し
て
い
た
時
代
の
よ
う
な

活
気
あ
ふ
れ
る
も
の
に
し
よ
う
と
、
力
を
尽
く
し
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
50
年
近
く
空
き
家
に
な
っ
て
い
た

松
賀
屋
を
再
生
。
こ
の
場
所
が
、
市
の
観
光
の
一
つ

の
拠
点
に
な
る
と
同
時
に
、
こ
こ
に
人
が
集
う
こ
と

で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
場
所
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
暮
ら
す
人
、
こ
こ
に

来
る
人
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
。
何
十
年
後
も
、

み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

表 紙

避難は徒歩で
地震が発生したときは、消
防車や救急車、物資輸送車な
どの緊急車両の通行を確保
することが大切です。
みんなが車を使って避難
すると、緊急車両や避難する
人の邪魔になり、混乱しま
す。山間部など、どうしても
車で避難しなければならな
い場合を除き、徒歩で避難す
るようにしましょう。

's Lesson ⑧'s Lesson ⑧

三豊市の人口 ※平成26年10月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 23,321 世帯（-17） 総人口 66,162 人（-83） 男 31,513 人（-51） 女 34,649 人（-32）

緊急地震速報が放送されたその時！
の対応を学びます。

先手の防災みとよんと学ぶ 

な
す

む
か
し
む
か
し
、

荘
内
半
島
に
浦
島
太
郎
が

住
ん
で
い
ま
し
た

太
郎
は
亀
に
乗
っ
て
・
・
・

浦
島
伝
説
の
里
に

水
族
館
を
夢
見
て

誇のメンバー　左から今川宗一郎さん、浪越弘
行さん、三野秀樹さん
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水
族
館

うどん県の新たな観光拠点へ

9
月
26
日
、
横
山
市
長
は
、
記
者
懇
談
会
の
席

で
、
詫
間
町
内
に
あ
る
造
船
所
跡
地
を
取
得

し
、
危
惧
さ
れ
て
い
た
防
潮
対
策
を
図
る
と
と
も
に
、

民
間
企
業
に
よ
る
水
族
館
の
誘
致
を
進
め
る
計
画
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

横
山
市
長
は
記
者
懇
談

会
の
席
で
、
水
族
館
建
設

は
、
ま
だ
最
有
力
候
補
に

留
ま
る
こ
と
を
強
調
し
た

う
え
で
、
次
の
よ
う
に
説

明
報
告
し
ま
し
た
。

「
も
し
水
族
館
が
三
豊

市
に
で
き
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
市
と
い
う
狭
い
範
囲

の
も
の
で
は
な
く
、
う
ど

ん
県
レ
ベ
ル
、
瀬
戸
内
海

レ
ベ
ル
の
観
光
の
一
拠
点

と
し
て
と
ら
え
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
建
設
予
定

地
は
広
島
県
福
山
市
な
ど

か
ら
船
で
行
き
来
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
の
で
、

将
来
的
に
は
海
か
ら
の
移

動
も
可
能
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
瀬
戸
内
海
レ

ベ
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

水
族
館
に
つ
い
て
は
、

世
界
中
で
こ
こ
だ
け
の
水

族
館
に
な
る
と
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
で
経
験
し
た
の
は
、

来
る
人
が
ポ
イ
ン
ト
主
義

だ
と
い
う
こ
と
。
水
族
館

だ
け
と
い
う
の
で
は
な
く
、

こ
の
場
所
を
拠
点
に
、
ま

わ
り
と
一
体
と
な
っ
て
皆

さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所
を

提
供
し
、
エ
リ
ア
で
の
観

光
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
う
ど
ん
県
の

中
に
組
み
込
ん
で
い
た
だ

い
て
、
県
内
の
い
ろ
ん
な

力
と
連
携
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

う
ま
く
い
け
ば
県
で
の

滞
在
時
間
も
長
く
な
り
、

観
光
が
新
し
い
地
域
づ
く

り
に
な
る
と
期
待
し
ま
す
。

国
が
今
推
し
進
め
て
い

る
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
に

な
る
よ
う
に
、
県
を
あ
げ

て
み
ん
な
で
拠
点
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

市
で
は
今
後
、
規
模
や

内
容
な
ど
に
つ
い
て
具
体

的
な
協
議
を
重
ね
、
建
設

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

9 月 26 日、記者懇談会の席で、水族館の建設実現に向けた思いを記者に話す横山市長

たくまシーマックス
（スポーツジム）

宮ノ下港

取得用地

さぬき浜街道

マリンウェーブ
（文化会館）

詫間庁舎

今
回
取
得
し
た
の
は
、

さ
ぬ
き
浜
街
道
沿
い
に
位

置
す
る
広
さ
2
・
4
ha
の

土
地
。
詫
間
港
に
面
し
、

護
岸
整
備
が
施
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
市
で
は

早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
し
、
土
地
取
得

の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
6
月
の
定
例
議
会
に

取
得
費
1
億
円
を
盛
り
込

ん
だ
補
正
予
算
案
を
、
9

月
議
会
で
土
地
の
取
得
に

関
す
る
議
案
を
提
案
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
が
交
渉
を
重
ね
て
き

た
の
は
、
水
槽
用
ア
ク
リ

ル
パ
ネ
ル
の
世
界
的
メ
ー

カ
ー
、
日
プ
ラ
株
式
会
社

（
三
木
町
）。
瀬
戸
内
海
に

生
息
す
る
生
き
物
の
保
護
、

育
成
を
目
的
と
し
た
水
族

館
の
誘
致
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
同

社
は
、
世
界
50
数
カ
国
に

納
品
実
績
が
あ
り
、
日
本

で
は
海
遊
館
（
大
阪
）
や

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
で
製

品
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

圧
倒
的
な
品
質
の
良
さ

は
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
海

外
に
も
認
め
ら
れ
、
水
族

館
用
大
型
ア
ク
リ
ル
板
の

製
造
で
は
、
世
界
の
約
7

割
を
占
め
る
、
香
川
県
が

誇
る
世
界
一
の
企
業
で
す
。

特集 守るために 変える

誘
致
へ

を
開
始

協
議



粟島 姫
路

金
輪
の
鼻

紫
雲
出
山

仁
老
浜

生
里

鴨
之
越

積

箱

糸
ノ
越

亀
戎
社

室
浜

上
天

浦島伝説の里
荘内半島

太郎が
生まれた里

玉手箱から紫の雲が
たなびいた山

玉手箱を片手に

生里

紫雲出山

鴨之越の浜

箱

亀を助けた

玉手箱を開け
太郎が眠る地

水族館誘致
候補地

観光協会では、荘内半島に残る浦島伝説を
一冊のガイドブックにしました。このガイド
ブックには、伝説スポットが一目でわかる地
図や荘内半島の見所、美味しいお店が掲載。
あなたも情報の玉手箱を持って、あなたの目
で伝説を確かめてみてください。

▲

問い合わせ　観光協会　☎ 56－5880

腰掛けると腰掛けると
幸せになれる幸せになれる
常世亀常世亀

荘
内
半
島
に
は
浦
島
伝
説
に
ち
な

ん
だ
地
名
が
多
く
、伝
説
が「
実
話
」

と
し
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。

生
里（
な
ま
り
）

浦
島
太
郎
が
生
ま
れ
た
里
。
そ
の
地

区
の
新
屋（
現
在
の
新
田
家
）と
い
う

古
く
か
ら
あ
る
家
に
伝
わ
る
古
文
書

の
中
に「
先
祖
が
浦
島
屋
敷
に
家
を
建

て
た
」と
い
う
一
文
が
あ
る
そ
う
で
す
。

鴨
之
越（
か
も
の
こ
し
）

太
郎
が
亀
を
助
け
た
浜
辺
。
沖
に
は

引
き
潮
に
な
る
と
地
続
き
に
な
る
丸

山
島
が
あ
り
、潮
干
狩
り
も
で
き
ま
す
。

丸
山
島
の
海
辺
に
は
、浦
島
神
社
が
ま

つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い
夕
景
に

出
会
え
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

箱（
は
こ
）

太
郎
が
玉
手
箱
を
開
け
た
場
所
。箱
浦

ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
横
の「
浦
島
公
園
」

に
は
太
郎
の
墓
が
あ
り
、太
郎
が
亡
く

な
っ
た
地
と
し
て
記
念
碑
も
建
っ
て

い
ま
す
。
太
郎
の
墓
は
お
団
子
み
た

い
に
重
ね
ら
れ
た
石
で
、記
念
碑
の
後

ろ
に
太
郎
と
父
母
の
墓
が
仲
良
く
三

つ
並
ん
で
い
す
。箱
崎
の
釣
り
場
に
は
、

太
郎
が
よ
く
釣
り
を
し
て
、竜
宮
に
旅

立
っ
た「
ど
ん
が
め
石
」も
あ
り
ま
す

が
、満
潮
時
に
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、荘
内
半
島
を
訪
れ
る
人
の
幸
せ

を
願
う
常
世
亀（
と
こ
よ
が
め
）も
平

成
25
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。「
腰
掛

け
る
と
幸
せ
に
な
れ
る
」と
い
う
新
名

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
亀
の
視
線
の

先
に
竜
宮
城
が
あ
る
と
か
。

積（
つ
む
）　　
　

 

太
郎
が
竜
宮
城
か
ら
宝
物
を
積
ん
で

帰
り
着
い
た
と
さ
れ
る
場
所
。

糸
ノ
越（
い
と
の
こ
し
） 

太
郎
が
毎
日
室
浜
ま
で
釣
り
に
通
い
、

休
憩
し
た
石「
腰
掛
石
」も
あ
り
ま
す
。

室
浜（
む
ろ
は
ま
） 

太
郎
が
若
さ
を
失
わ
な
い
ま
ま
、し
ば

ら
く
暮
ら
し
た
場
所
。
不
老
の
浜「
不

老
浜（
ぶ
ろ
ま
）」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

紫
雲
出
山（
し
う
で
や
ま
）

玉
手
箱
か
ら
立
ち
上
っ
た
白
煙
が
、紫

色
の
雲
に
な
っ
て
た
な
び
い
た
山
。

荘
内
半
島
の
中
央
に
そ
び
え
る
標
高

3
5
2
m
の
こ
の
山
に
は
、高
地
性

集
落
の
遺
跡
群
が
あ
り
ま
す
。
山
頂

は
瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る
県
内
屈

指
の
美
観
ス
ポ
ッ
ト
。
紫
雲
出
山
遺

跡
館
か
ら
も
パ
ノ
ラ
マ
の
よ
う
な
景

色
が
楽
し
め
ま
す
。

仁
老
浜（
に
ろ
は
ま
）

玉
手
箱
を
あ
け
、白
髪
の
老
翁
に
な
っ

た
太
郎
が
、母
の
里
で
余
生
を
送
っ
た

の
で
、仁
義
深
い
老
人
の
浜
と
し
て
こ

の
名
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

金
輪
の
鼻（
か
な
わ
の
は
な
）

荘
内
半
島
に
伝
わ
る
お
話
で
は
、竜
宮

城
か
ら
乙
姫
さ
ま
が
こ
の
地
ま
で
太

郎
を
送
っ
て
き
た
、と
さ
れ
て
い
ま
す
。

別
れ
を
惜
し
ん
で
手
を
取
り
合
っ
た

時
に
、姫
が
腕
輪
を
落
と
し
た
場
所
が

「
金
輪
の
鼻
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

粟
島
の
姫
路（
ひ
め
じ
）

太
郎
を
送
り
届
け
た
乙
姫
さ
ま
が
、潮

流
の
関
係
で
一
時
と
ど
ま
り
、帰
れ
る

潮
目
に
な
る
ま
で
潮
待
ち
を
し
た
と

さ
れ
る
場
所
で
す
。

粟
島
の
亀
戎
社（
か
め
え
び
す
し
ゃ
）

太
郎
を
竜
宮
城
へ
運
ん
だ
亀
の
死
骸

が
流
れ
着
き
、太
郎
が
丁
重
に
葬
っ
た

場
所
で
す
。
不
老
と
な
っ
た
太
郎
は

亀
の
死
を
確
認
す
る
と
、乙
姫
と
の
再

会
も
断
た
れ
た
と
失
望
し
て
玉
手
箱

を
開
け
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

上
天（
じ
ょ
う
て
ん
）

紫
雲
出
山
の
中
腹
に
あ
り
、太
郎
の
御

霊
が
こ
こ
か
ら
昇
天
し
た
と
さ
れ
る

場
所
。太
郎
の
霊
は
鶴
に
な
り
、亀（
乙

姫
さ
ま
）の
も
と
へ
帰
っ
て
行
っ
た
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
紫
雲
出
山
の

山
上
に
も
太
郎
の
霊
を
ま
つ
る
竜
王

社
が
あ
り
ま
す
。

特集 守るために 変える
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観光を考える

観
光
が
地
域
を
救
う

平
成
25
年
に
行
っ
た
三
豊
市

観
光
入
込
客
数
等
調
査
に
よ
る

と
、
本
市
へ
の
観
光
入
込
客
数

は
平
成
21
度
年
か
ら
毎
年
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
外
か

ら
来
た
お
客
さ
ん
が
「
ぜ
ひ
来

た
い
」
と
感
じ
る
割
合
は
50
％

以
下
で
す
（
グ
ラ
フ
①
）。

お
客
さ
ん
が
市
内
で
使
う
金

額
も
交
通
費
、
土
産
代
、
飲
食

費
な
ど
、
い
ず
れ
も
5
0
0
円

以
内
が
最
も
多
く
、
観
光
が
産

業
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が

観光基本計画策定検討委員に聞く

今あるものを知り
共有するところから

小さいころから
地域を愛する心を育てる

真鍋有紀子さん
富士建設（株）

大西正人さん
（株）Giallo

自分たちが楽しむ
ことが魅力を伝える
ことに

大河内博子さん
カシアボニータ

検討委員会が、観光の情報を、
ヒト・モノ・場所にかかわらず、
集約・発信できる「プラットフ
ォーム」になれれば良いと思っ
ています。地域のいろいろな人
が取り組んでいることについて
学び、情報を共有することで、
お互いの活動を尊重しながらも
重複することなく、力を貸し合
える仕組みができると思います
し、そこから新たな魅力の生ま
れる可能性も見えてくると思い
ます。
観光産業を頑張るのは、「３
０年後も三豊市が元気なまちで
あるため」と、山田先生がお話
しの中で言われていました。そ
のことを忘れないように取り組
んでいきたいと思います。
私は観光ではなく、建設の仕
事に携わっていますが、建設業
の喜びは、建築を通じて、お客
様が夢を叶えていく過程に寄り
添えること。まちが活性化する
ことでも、夢が叶ったり、幸せ
になる人が生まれてくるはずで
す。そのための活動ができれば
と思っています。

訪れた皆さんが市内で使う金
額は 500 円以内が一番多いと
いうデータをこの会で知りびっ
くりしました。勉強になります
ね。
委員会は若い世代が中心。一
人ひとりが主張しながらも皆で
協力していくのが上手といわれ
ている世代で、これからの地域
を考えるいい組織になると思い
ます。
私自身、店をしていて感じる
のは、人も人を呼ぶ要因のひと
つ。友達のように距離なく話せ
る間柄は特別な気持ちになるよ
うで、「あなたに会いに来たの
よ」とお客様が何度も店を訪れ
てくれます。観光も人の魅力が
ミックスされて輝きが増すのだ
と思います。最近、市外の人に
「なんだか、三豊がおもしろそ
う」と、よく言われます。きっ
と、それは三豊市の皆さんが楽
しそうだから。その楽しい雰囲
気が市外の人にも伝わって、「な
んだかわからないけれど楽しそ
うだから行ってみよう」という
ことになっているのではないで
しょうか。
まずは市民の皆さんが三豊市
の魅力に気づき、それを楽しむ
ことが観光客を惹きつけるいい
効果を生むと感じます。

委員会では職業や立場を超え
てメンバーがアイデアを持ち寄
り具体的なアクションプランへ
繋げようと奮闘しています。三
豊市が観光を総合産業として育
てていくうえで、重要なのは「ヒ
ト」だと考え、一見「観光」と
は縁遠いと思われる「教育」と
いう切り口で提言しています。
私の友人が言っていましたが、
義務教育の中の授業に「祭り」
という科目を入れるのも、面白
いと思います。小さい時の良い
思い出こそが、大人になってか
らの故郷を思う気持ちや、地域
の事を考える源になると思って
います。外の世界に飛び込み挑
戦して得る経験はやはり人を大
きくすると思います。成長した
人が三豊に帰ってきやすい、ま
た離れていても貢献してくれる
環境を創ることも、市の成長発
展につながる気がします。外か
ら三豊を見ると住んでいる人が
気付いていない、十分武器にな
るものがまだまだたくさん。こ
の委員会を通して、地元にいる
からこそ分かる意見と合わせ
ることで、新たな発見につなげ、
故郷に貢献できたらと思ってい
ます。

現
状
で
す
。

い
か
に
し
て
観
光
客
に
市
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
の
か
。

再
び
訪
れ
て
も
ら
う
の
か
。
観

光
を
産
業
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。市

民
力
で
考
え
る
観
光

こ
の
現
状
を
受
け
、
市
で
は

観
光
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

計
画
を
作
る
策
定
検
討
委
員

は
、
三
豊
の
最
前
線
で
活
躍
す

る
若
手
事
業
者
25
人
。
観
光
カ

リ
ス
マ
の
山
田
桂
一
郎
さ
ん
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
実
際

に
地
域
で
活
動
す
る
事
業
者
た

ち
が
、
三
豊
の
観
光
を
変
え
て

い
こ
う
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
の
3
人
の

委
員
に
意
気
込
み
を
聞
き
ま
し

た
。

市
外
の
方
に
聞
い
た
再
訪
意
向

ぜひ来たい
48.2%

機会があれば
また来たい

44.6%

どちらでもない
6.2%

どちらかと言えば
来たくない0.3%

来たくない
0.6%

観光カリスマ 山田桂一郎さん
ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ代表
内閣府・国土交通省・農林水産省認定「観光カリスマ」
総務省認定「地域力創造アドバイザー」

1965 年生まれ
1992 年　ＪＴＩＣ . ＳＷＩＳＳ（日本語インフォメ
　　　　 ーションセンター設立）
2004 年　特定非営利活動法人日本エコツーリズム
　　　　 協会理事
2004 年　まちづくり観光研究所主席研究員
2005 年　内閣府、国土交通省、農林水産省「観光カ
　　　　 リスマ百選」認定

グ
ラ
フ
①

少
子
高
齢
化
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
。
三
豊
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
の
人
口
は
過
去
30
年
間
で
約
1
万
人
減
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
今
後
30
年

間
で
さ
ら
に
約
2
万
人
減
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
が
減
る
こ
と
は
、
必
然
的
に
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
地
域

の
力
が
落
ち
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
、
三
豊

市
を
訪
れ
る
観
光
者
な
ど
の
交
流
人
口
を
い
か
に
増
や
す
か

が
、
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
な
ぜ
観
光
か

特集 守るために 変える
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守
る
た
め
に

変
え
る

三豊市の魅力を見直したり、潜在力を引き出したりし、主
体的に人を呼ぶ仕組みづくりに取り組み、地域を活性化さ
せようとしている皆さんを 4ページにわたり、紹介します。

  「
誇ほ

こ
り

」立
ち
上
げ
る

松
賀
屋
を
蘇
ら
せ
、
そ
こ
を

中
心
に
仁
尾
の
町
並
み
を
再
生

し
、
観
光
の
一
つ
の
拠
点
を
築

こ
う
と
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
を
主
と
し

て
活
動
す
る
「
仁
尾
ま
ち
な
み

創
造
協
議
会
」。
そ
の
中
の
5

人
が
2
0
1
4
年
2
月
、
一
般

社
団
法
人
「
誇
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

 

再
び
命
が

 

吹
き
込
ま
れ
た

 

松
賀
屋　
　

「
明
治
時
代
に
建
築
さ
れ
、

50
年
間
空
き
家
だ
っ
た
の
に
、

あ
ま
り
ず
れ
が
な
く
、
プ
ロ
が

見
て
も
建
材
や
建
て
方
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
建
物
。
国
内
だ

け
で
は
な
く
世
界
中
の
人
に
、

こ
の
も
の
の
良
さ
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。」
と
一

般
社
団
法
人
「
誇
」
の
代
表
理

事　

浪
越
弘
行
さ
ん
（
37
）。

今
年
の
仁
尾
八
朔
人
形
ま
つ

り
で
は
、「
誇
」
と
し
て
初
め

て
松
賀
屋
を
公
開
し
ま
し
た
。

「
入
場
料
を
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回

る
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
用

意
し
て
い
た
3
日
分
の
ウ
ェ
ル

カ
ム
ド
リ
ン
ク
が
1
日
で
な
く

な
っ
て
し
ま
い
大
慌
て
し
た
ほ

ど
。
で
も
嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た

ね
。『
松
賀
屋
が
開
く
と
聞
い

て
来
ま
し
た
』
と
い
う
市
外
か

ら
の
お
客
さ
ん
も
多
く
、
正
直

思
っ
て
い
た
以
上
の
松
賀
屋
の

ブ
ラ
ン
ド
力
や
歴
史
に
ズ
シ
ン

と
き
ま
し
た
。

期
間
中
、
華
道
展
や
写
真
展

を
展
開
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
お
華
の
世
界
観
を
古
民

家
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
家
も

生
か
さ
れ
、
と
て
も
い
い
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
だ
わ
り
の
あ
る
精

神
が
松
賀
屋
と
マ
ッ
チ
し
、
生

き
返
っ
た
松
賀
屋
の
姿
を
た
く

さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。

『
入
っ
た
瞬
間
に
、
そ
の
む

か
し
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、

出
る
と
き
に
、
現
実
に
戻
る
気

が
し
ま
す
』
と
い
う
コ
メ
ン
ト

を
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
を
入
れ

て
い
な
い
経
年
の
美
が
あ
る
か

ら
こ
そ
生
み
出
せ
る
空
気
感
が

あ
り
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
日

本
で
も
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
な
ん
て
い
う
ん

で
す
か
ね
、
昭
和
の
に
お
い
と

い
う
か
（
笑
）。
人
と
の
距
離

が
近
く
な
る
気
が
し
ま
す
。
改

め
て
、
あ
き
ら
め
ず
に
い
ろ
ん

な
人
に
会
っ
て
協
力
を
求
め
、

松
賀
屋
を
再
生
し
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
ね
。」

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
特
に
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

3
日
か
け
て
松
賀
屋
の
掃
除
を

し
た
と
き
の
こ
と
。
仁
尾
の
皆

さ
ん
が
足
を
運
ん
で
一
緒
に
掃

除
を
し
て
く
れ
て
、
親
身
に
な

っ
て
松
賀
屋
を
考
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た

ね
。『
こ
の
床
、
う
ち
の
じ
い

ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
も
の
や
』
と

か
『
子
ど
も
の
時
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
来
て
こ
の
壁
貼
っ
た

〜
』
な
ど
と
い
う
声
も
聞
け
ま

し
た
。
時
代
を
超
え
て
、
点
と

点
が
つ
な
が
り
、
ま
た
こ
こ
を

中
心
に
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
始
ま
る
こ
と
を
目
の
あ
た
り

に
し
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

先
日
外
国
人
が
仁
尾
を
め
ぐ

る
ツ
ア
ー
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
松
賀
屋
を
大
変
気

に
入
っ
て
く
れ
、
外
国
人
も
古

民
家
に
興
味
を
持
つ
ん
だ
な
〜

と
、
新
た
な
発
見
で
し
た
。
町

並
み
に
魅
せ
ら
れ
こ
こ
に
住
み

た
い
と
い
う
人
も
い
た
そ
う
で

す
。
荘
内
半
島
は
外
国
人
に
と

っ
て
も
、
と
て
も
魅
力
を
感
じ

る
場
所
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
こ
う
い
っ
た
皆
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
ま
ち
づ
く
り

が
大
切
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
感
じ
ま
す
。

今
、『
観
光
を
産
業
に
』
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
業
は
ゴ

ー
ル
で
は
な
い
け
れ
ど
、
将
来

を
見
据
え
て
、『
三
豊
市
を
守

る
』
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

自
分
た
ち
の
世
代
だ
け
で
は

な
く
、
時
代
が
変
わ
る
孫
、
ひ

孫
の
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
こ
の
地
に
育
ち
、
こ

の
地
に
生
か
さ
れ
、
こ
の
地
に

特
別
な
愛
情
を
感
じ
ま
す
。
好

き
な
町
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
も
の
を
絶
や
さ
ず
、
守

っ
て
い
き
た
い
で
す
。」

守
る
た
め
に
変
え
よ
う
と
し

て
い
る
誇
の
皆
さ
ん
。「
誇
」

と
い
う
名
前
に
は
「
地
域
を
誇

る
」
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

かつて仁尾で塩業の発展に貢献した塩田忠佐衛門の邸宅跡「松賀屋」。
木造 2階建ての母屋、離れ、蔵 2棟、庭園を含めた敷地面積は約 2,800㎡。
手の込んだ建築技法が施される文化的価値の高い建物です

松賀屋から出てきた数百枚の写真からは、
当時の生活がうかがえます

建坪360坪（約1,188㎡）。階段にはていねいなマツボックリの装飾、
柱や天井の板にいたるまで一流の素材が使われています

古い町並みを歩くツア
ー「仁尾なつかし味めぐり」
に参加しましたが、今まで
参加したツアーの中で一番よか
った！荘内半島から望む美しい瀬戸内海
の景色は、まるで地中海のよう。きっと
多くの人がここに住みたいと感じると思
います。歴史深い城下町の古い町並みと
瀬戸内海の美しい自然、このおもしろい
組み合わせは海外の人や市外の人へのＰ
Ｒポイントになるのではないでしょうか。
私もこのツアーでこの場所に魅せられ、
住む家を探しています。ただ住むだけで
はなくて、コミュニティの一員として地
域に貢献したいですね。

カーク・パタソンさん
（カナダ出身） C

hange01

一般社団法人 「誇
ほこり

」

特集 守守るために るために 変変えるえる

まるで地中海のよう
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み
ん
な
で
思
い
出
に

つ
な
が
る
情
景
を

　
株
式
会
社
香
洋
石
油
店

　
　
　

真
鍋
貴
臣
さ
ん

荘
内
半
島
の
夕
日
や
燧ひ

う
ち
な
だ灘

、

多
島
美
の
美
し
さ
を
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
観
光
業
へ
も

事
業
展
開
を
図
り
ま
し
た
。
車

の
レ
ン
タ
ル
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
荘
内
の
風
景

を
と
て
も
気
に
入
っ
て
く
れ
ま

す
。
先
日
、観
光
の
プ
ロ
が「
リ

ピ
ー
タ
ー
で
ま
た
来
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
風
景
で
は
な
く
情

景
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
言

っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

帰
っ
て
も
風
景
と
と
も
に
思
い

出
が
蘇
る
よ
う
な
場
所
に
す
る

こ
と
が
、
も
う
一
度
足
を
運
ん

で
く
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
元
の
人
が
あ
い

さ
つ
を
し
た
り
、
声
を
か
け
た

り
す
る
こ
と
も
、
こ
こ
な
ら
で

は
の
思
い
出
に
つ
な
が
る
そ
う

で
、
私
も
実
践
し
て
い
ま
す
。

3
人
の
娘
が
い
ま
す
が
、
娘
が

大
き
く
な
っ
た
と
き
、
娘
の
世

代
や
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
三
豊

で
暮
ら
し
、
き
ち
ん
と
生
活
し

て
い
け
る
よ
う
な
「
観
光
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
海
に

向
い
た
一
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
一

棟
立
て
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
他
の
事

業
者
と
組
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

打
ち
出
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　点
で
は
な
く
面
で

瀬
戸
内
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ル
シ
ェ

実
行
委
員
長　

陶
山
正
人
さ
ん

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の

コ
ー
サ
イ

公
園
を
有

効
に
使
い
、

ま
ち
の

に
ぎ
わ
い

を
つ
く
り

た
い
と
シ

ー
サ
イ
ド

マ
ル
シ
ェ

を
始
め
ま

し
た
。
市

の
産
物
、

花
、
魚
な

ど
地
元
の

良
さ
を
出

し
、
市
外

か
ら
も
集

客
を
図
っ

て
い
ま
す
。
パ
ラ
ソ
ル
セ
ッ
ト

を
自
由
に
使
い
、
そ
の
下
で
ゆ

っ
く
り
と
時
間
を
忘
れ
て
海
を

眺
め
て
い
る
人
も
い
ま
す
よ

（
笑
）。
雰
囲
気
に
ひ
た
っ
て
い

る
と
い
う
か
ね
。
風
景
や
流
れ

る
時
間
も
こ
こ
な
ら
で
は
の
も

の
。
こ
の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
作

り
は
、
た
と
え
ば
今
あ
る
市
内

の
夏
祭
り
を
ま
と
め
て
発
信
し

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
と
イ
ベ
ン
ト

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
工
夫
す

る
こ
と
で
、
点
を
線
に
、
線
を

面
に
し
て
、
新
た
な
広
が
り
を

見
せ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

こ
の
に
ぎ
わ
い
を
広
く
発
信
し

て
い
く
こ
と
で
、
市
に
訪
れ
て

く
れ
る
き
っ
か
け
作
り
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
訪
れ
た
人
に
対

し
、
私
た
ち
の
土
地
に
根
差
し

た
生
活
や
文
化
を
目
に
見
え
る

よ
う
に
し
て
、
地
域
ら
し
い
お

も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
、「
日

常
と
違
う
」
と
感
じ
る
何
度
も

訪
れ
た
い
場
所
に
さ
せ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

今
あ
る
も
の
の

価
値
に
気
付
い
て

フ
リ
ー
ク
ラ
ウ
ド

小
前
昭
二
さ
ん

仁
尾
の
海
で
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
や
サ
ッ
プ
な
ど
、
海
の
観
光

ツ
ア
ー
を
し
て
い
ま
す
。
夕
日

の
美
し
さ
、
海
の
穏
や
か
さ
、

こ
の
落
ち
着
く
感
覚
は
「
非
日

常
を
今
あ
る
自
然
で
味
わ
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
私
の
探
し
求

め
て
い
た
条
件
と
ぴ
っ
た
り
合

い
ま
し
た
。
特
に
夕
日
の
美
し

さ
は
格
別
で
、
夕
方
は
本
当
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
。
夕

日
を
見
て
叫
ん
だ
り
（
笑
）、

泣
い
て
帰
っ
た
り
す
る
人
も
い

ま
す
よ
、
心
が
洗
わ
れ
る
ん
で

し
ょ
う
ね
。

昔
の
仁
尾
の
海
の
写
真
を
見

ま
し
た
。
風
景
の
良
さ
は
ち
っ

と
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
地

元
の
人
は
な
か
な
か
気
付
き
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
風
景
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
本
当
に
す
ご
い
こ
と
。
地
元

の
人
が
地
元
の
こ
と
を
好
き
に

な
る
こ
と
や
、
ど
れ
だ
け
す
ご

い
の
か
に
気
付
く
こ
と
も
、
人

を
呼
ぶ
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
、
仁
尾
の
海
や
風

景
が
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
の
価
値
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

「
ら
し
さ
」を
生
か
し
て

志
々
島　

休
憩
所
く
す
く
す

山
地
常
安
さ
ん

最
近
大
楠
を
見
に
来
る
団
体

さ
ん
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
る
人
は
皆
さ
ん
癒
や

さ
れ
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
だ
っ
た

り
空
気
の
美
し
さ
だ
っ
た
り
。

志
々
島
ら
し
さ
を
残
す
こ
と
が
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で

「
花
の
島
」
の
復
活
に
も
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。
志
々
島
は

昔
、
花
の
島
と
言
わ
れ
て
い
て
、

除
虫
菊
や
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な
ど
、

四
季
折
々
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

よ
う
に
き
れ
い
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
そ
れ
を
ミ
ツ
バ
チ
や
ヤ
ギ

を
使
っ
た
自
然
な
方
法
で
復
活

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
。
ヤ
ギ

は
、
雑
草
を
食
べ
て
も
ら
っ
た

り
、
マ
ス
コ
ッ
ト
に
も
な
っ
て

大
活
躍
で
す
よ
（
笑
）。
エ
コ

バ
ッ
グ
や
、
T
シ
ャ
ツ
、
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
な
ど
を
作
っ
て
マ
ル

シ
ェ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
一

番
人
気
は
ヤ
ギ
の
マ
グ
カ
ッ
プ
。

私
た
ち
の
世
代
に

は
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん

が
（
笑
）、

ネ
コ

の
肉

球
の

ピ
ア

ス
な

ん
か
も
、

若
い
女

性
が
「
か

わ
い
い
〜
」

っ
て
言
っ
て
大

人
気
で
す
ね
。

観
光
客
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
来
る
よ
う
に
な
り
、
船
に
乗

る
人
の
待
合
場
所
を
、
島
の
人

も
お
茶
を
飲
め
る
と
こ
ろ
を
と
、

4
月
に
休
憩
所
く
す
く
す
を
オ

ー
プ
ン
。
損
得
で
は
な
く
、「
こ

う
し
た
ら
き
っ
と
喜
ば
れ
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
す
る
と
、

結
果
は
つ
い
て
く
る
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。

日
本
中
、
少
子
高
齢
化
と
言

わ
れ
る
時
代
。
地
域
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
考
え
方
を
変

え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
現
状

維
持
は
何
に
も
な
ら
な
い
。
価

値
観
も
利
益
を
最
優
先
し
て
い

た
時

代
か
ら
、
今

の
若
い
人
の
中
で
は
そ
こ
に
地

域
貢
献
が
あ
る
の
か
と
い
う
よ

う
に
、
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
三
豊
で
も
30
代
の
人
は
本

当
に
い
い
感
覚
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
年
代
の
人

た
ち
の
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

実
現
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の

年
代
が
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
こ
こ
で
こ
れ
ま
で

一
生
懸
命
に
島
を
守
っ
て
き
た

島
の
皆
さ
ん
や
、
こ
れ
か
ら
の

世
代
を
担
う
若
い
人
の
た
め
に
、

地
域
を
活
性
さ
せ
る
こ
と
が
私

の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

C
hange02

C
hange03

C
hange05

C
hange0412

月
3
日
（
水
）

　

仁
尾
町
文
化
会
館

12
月
4
日
（
木
）

　

詫
間
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
5
日
（
金
）

　

山
本
庁
舎

時
間　

午
後
7
時
〜
9
時

▼
問
い
合
わ
せ

　

産
業
政
策
課

　

73
・
3
0
1
3

今
日
本
は
、
観
光
こ
そ
、

経
済
を
取
り
戻
す
た
め
の
、

極
め
て
重
要
な
成
長
分
野

と
し
、
観
光
立
国
の
実
現

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
方
も
同
様
。
観

光
産
業
の
仕
組
み
が
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
の
存
続
を

守
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
観
光
基
本
計

画
を
策
定
す
る
た
め
に
、

次
の
日
程
で
地
区
別
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な

た
の
ひ
と
こ
と
が
絶
妙
の

ア
イ
デ
ア
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

市
観
光
基
本
計
画
策
定

地
区
別
懇
談
会

ゆったり過ごせるみとよ時間もイベントの魅力の一つ

あ
な
た
も
一
緒
に

三
豊
の
観
光
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

特集 守守るために るために 変変えるえる
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